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第123回　 岡 山 外 科 会

日 時:平 成6年2月26日(土)13時 よ り

場 所:岡 山大学 医学 部 附属 図書館3階 講 堂

会 長:大 本 尭 史

(平成6年3月31日 受 稿)

1.脳 原発性悪性 リンパ腫

岡山大学脳神経外科　 前 田 八 州 彦　 多 田 英 二　 松 本 健 五

古 田 知 久　 大 本 堯 史

今 回 われ われ は1971年 か ら1993年 まで に当科

で経 験 した30例 の脳 原発性 悪 性 リンパ腫 につ い

て検 討 したので報 告 す る.

平 均年 齢 は50.4歳 で前頭 葉 に 多 く初 発症状 か

らの平均 生存 期 間は16.6歳 で あ った.放 射 線 ・

化 学療 法 と もに生 存期 間 の延長 に有 効 で あ った

が, 5年 以上 の長期 生 存例 は得 られて い ない.

本疾 患 の治療 にbrachytherapy,動 注化 学療

法 の有 効性 が示 唆 され た.

2.急 速 な転帰で死亡 した脳幹部神経膠 芽腫の1小 児例

岡山労災病院脳神経外科　 篠 山 英 道　 為 佐 信 雄　 和 仁 孝 夫

難 波 真 平

小 児脳 幹部 原発 のGlioblastoma multiforme

とい う比較 的稀 な症例 を経 験 した.症 例: 7歳

女 児.頭 痛,嘔 気,左 外 転神 経 麻痺 に て発症 し,

放 射 線治療,化 学療 法 を施行 したが,約3ヵ 月

の経過 で,急 速に神 経 症状 が増 悪 し死亡 に至 っ

た.経 過 中,腫 瘍 内出血 や髄 液播 種 が み られ た.

初 発症 状 として,顔 面神 経 麻痺 や複 視 がみ られ

る こ とが 多 く,局在 診 断に はCTだ け では な く,

 MRIも 必 要 であ る と思わ れ た.

3.脳 血管障害 を思 わせ る発症 をきた した転移性脳腫瘍の1例

帯江脳神経外科　 古 田 知 久　 延 藤 栄 男

岡山大学脳神経外科　 中 嶋 裕 之

脳血管障害を思わせる発症で, CT上 病巣が

確認し難い部位に発生した64歳,男 性の肺癌由

来の転移性脳腫瘍の1例 を報告した.本 症例で

は,原 発巣より転移巣の発症が先行し,当 初脳

梗塞が疑われたが,臨 床所見, CT所 見の経過

から転移性脳腫瘍が推測され, MRIに よって確

定診断が得られた.ま た,手 術により神経症状

の著明な改善が予測されたため,原 発巣に先ん

じて治療が行われ,経 過は良好であった.
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4.人 工心肺離脱後 にシ ョックおよび気管支痙攣 を呈 した1症 例

岡山大学麻酔科蘇生科 安 積 知 世　 村 上 史 高　 松 三 昌 樹

小 坂 誠　 森 田 潔　 平 川 方 久

開心術 に て,人 工 心肺 離脱 後 に シ ョ ック と気

管支 痙 攣 を呈 した症例 を経験 した.人 工 心肺 離

脱 まで順 調 で,プ ロ タ ミン投 与後,保 存 血 さ ら

に血 小板 の輪 血 を開始 したが,収 縮期 圧 で60mm

Hgま で低 下 した.ア ナ フ ィラキシー を疑 ったが,

皮 膚症 状やCVPの 低 下 が な く,ノ ル ア ドレナ

リン等 で対 処 したが,昇 圧 に1時 間程 要 した.

原 因 として は,血 小板 輪 血 とヘ パ リン,プ ロタ

ミン との相 互作 用 に よる,ケ ミカル ・メデ ィエ

ー ター の放 出が考 え られた.

5.悪 性軟部腫瘍切 除後,広 背筋皮弁による再建術 を行 った2症 例

岡山大学整形外科　 河 原 一 仁　 橋 詰 博 行　 川 井 章

河 村 顕 治　 井 上 一

上肢悪性軟部腫瘍広範切除後,皮 膚欠損及び

機能再建 目的で有茎広背筋皮弁を用いた2例 を

報告した.症 例は左上腕悪性線維性組織球腫と

右上腕屈側脂肪肉腫で,各 々前腕屈筋群,上 腕

二頭筋を切除した後広背筋を力源として機能再

建を行った.共 に局所再発無く,皮 弁の生着も

良 好.

肘可 動域(0～100°, 10～120°),肘,手 関 節

の 筋力 もほぼ正 常 レベ ル まで回復 して お り,再

建 法 として有茎 広 背 筋皮弁 は有用 で あ る と考 え

られ た.

6.観 血的治療 を要 した環軸回旋位 固定の1例

岡山赤十字病院整形外科 藤 井 基 晴　 那 須 正 義　 武 智 宏 介

寺 元 秀 文　 三 宅 完 二

環軸回旋位固定は外傷や,炎 症などが原因で

起こる.そ の整復は通常牽引などで可能とされ

ている.な かには非観血的整復操作では整復不

可能な症例も存在する,今 回我々は,成 人の非

観 血的 整復 操 作 では整 復 不能 な環 軸 回旋位 固定

に対 して前 方 アプ ローチによ りFacet unlocking

し整復,同 時 に前 方 固定 をお こな った症例 を経

験 したの で報告 す る.

7.当 院 における大腿骨頸部骨折の治療経験

国立岡山病院整形外科 前 田 裕 章　 小 武 守 正 人　 末 長 敢

高 杉 仁

大腿骨頸部骨折は高齢者に多く,そ の生命予

後にも関わる骨折である.今 回,当 院で平成元

年から平成5年 までの過去5年 間に治療を行な

った大腿骨頸部骨折,内 側骨折37肢,外 側骨折

62肢 につ い て,そ れ ぞ れの 平均 年齢,骨 折 型,

手術 材 料,入 院 日数,退 院 時の 歩行 状 態,入 院

か ら手 術 までの 日数 及 び,そ の 日数 が 平均 を超

えた もの につ い て考 察 を加 え,報 告 した.
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8. MRIが 有用で あった深部異物感染の2例

岡山済生会総合病院整形外科 小 川 健 一　 守 都 義 明　 槌 田 典 平

水 田 潔　 藤 沢 圭 史

瘻孔から排膿がみられ,深 部異物感染が疑わ

れた2症 例に対し,瘻孔造影, MRIを 施行 した.

両症例 とも異物は木片であり,瘻 孔造影にて瘻

孔の位置と大きさを確認できた. MRIで は, T

2強調画像にて瘻孔と同様の位置に炎症 と思わ

れ る高信号 域 がみ られ,こ れ は術 中所 見 と一致

して い た. MRIに て 異物 は確 認 で きな いが,感

染 病巣 の広 が りを確 認 して,異 物 の取 り残 しの

危 険性 を少 な くす る こ とが で きる と考 え た.

9.大 動脈弓分岐再建の吻合 に工夫 をこらした大動脈炎症候群の1例

川崎医科大学胸部心臓血管外科 石 田 敦 久　 藤 原 魏　 稲 田 洋

正 木 久 男　 田 淵 篤　 吉 田 浩

福 広 吉 晃　 村 上 泰 治　 土 光 荘 六

勝 村 達 喜

症例 は35歳 女 性.主 訴 はめ まい.入 院 精査 で

大 動脈 炎症候 群 に よる弓部分 岐 閉塞(無 名動 脈

と右 総 頸動 脈起 始部 は90%狭 窄,左 総 頸 動脈 と

左 鎖 骨 下 動 脈 は 完全 閉 塞)と 診 断.手 術 後 の

hyperperfusion syndrome,手 術 手技,遠 隔期 開

存性,可 動部 位 を走行 す るこ と を考慮 し,自 家

静脈 に よる右 頸動 脈 と右鎖 骨 下動 脈 の再建 を予

定 した.中 枢 側 吻合 口径 を大 き くかつ,し っか

り吻合 で き るPantaloon veinバ イパ ス術 を選

択 し施行 した.

10.抗 結核剤 による人工弁機能不全の経験

国立岡山病院地方循環器病センター心臓血管外科 板 野 秀 樹　 寒 川 顕 治　 為 季 清 和

藤 田 邦 雄　 谷 崎 眞 行

連合弁腹症に対する二弁置換術後10年の患者

にリファンピシンを投与した結果,血 栓弁から

心不全を生じ,線 溶療法及び対凝固療法の適正

化により心不全は改善 したものの人工弁の機能

障害が持続したために再度大動脈弁置換術を行

った症 例 を経 験 した.リ フ ァ ン ピシン は肝 ミク

ロゾー ムで の酵素 誘 導 に よ り,ワ ー フ ァ リンの

代 謝 を早 め,結 果 と してワー フ ァ リン の抗 凝 固

作 用 を弱め る作用 を有 す るため両 者 の併 用 には

注意 が必 要 であ る.

11.経 皮的血管拡張術 中に急性腸骨動脈閉塞 をきた した1例

岡山労災病院外科 間 野 正 之　 野 崎 功 雄

患者 は66歳,男 性.主 訴 は左 下 肢 の間歇 性跛

行 と殿 部 痛. 1年 前 よ り整形 外科 で脊 柱管 狭窄

症 として 治療 を して い たが,上 記 症状 が 強 くな

った.左API0.53で 腸骨 動脈 の狭 窄 を認 め た.

血 管拡 張術 を施 行 した とこ ろ,内 膜剥離 を生 じ,

解離性となり内腔閉塞をきたした.直 ちに,人

工血管により総腸骨大腿動脈バイパス術と内腸

骨動脈へも血行再建術を施行した.経 皮的血管

形成術は簡便であるが,合 併症に対して迅速な

処置を必要とする.
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12.開 心術後の悪性高熱症の1例

心臓病センター榊原病院心臓血管外科 濱 中 荘 平　 畑 隆 登　 難 波 宏 文

津 島 義 正　 松 本 三 明　 飛 川 浩 治

藤 原 恒 太 郎　 谷 口 堯

今回我々は成人TOF根 治手術中悪性高熱症

を合併し,複 合臓器不全, DICを 来たし,更 に

悪性高熱症をトリガーとして循環動態の悪化を

認 め た1症 例 を経 験 した.人 工 透析,ダ ン トロ

レ ン投 与 を含 む集 中治療 に よ り改善,無 事 救命

し得 るこ とが で きた.

13.若 年性食道結核の1例

岡山大学第一外科 猶 本 良 夫　 上 川 康 明　 羽井佐 実

田 中 紀 章　 折 田 薫 三

食道結 核 は極め て稀 な疾 病 で英 文 での 報告 は

20数 例 にす ぎず,本 邦 で も抄録 も含 め40例 程 度

をみ とめ るのみ で ある.わ れ われ は23歳 の男性

に発 生 した 食道結 核症 を経験 した.内 視 鏡,お

よ び食道 造影 に てIu, Imに 多発 す る潰 瘍 と,

縦隔リンパ節との瘻孔を認め,食 道の擦過材料

の培養にて結核菌が検出された.頸 部のリンパ

節よりの生検では結核病巣が証明された.抗 結

核療法により軽快しつつある.

14.胃 癌 に対 す る幽門輪温存術式(PPG)の 検討

岡山大学第一外科 合 地 明　 松 野 剛　 後 藤 精 俊

森 雅 信　 上 川 康 明　 田 中 紀 章

折 田 薫 三

胃切除術後障害で問題 となっているダンピン

グ症状,術 後胆のう炎・胆石症を中心にPPG法

の有用性の有無を検討した.

耐糖能からみたダンピング発生の予測におい

ても術後の胆道機能の点からもPPG法 の有意

性が示唆された.本 術式の手技は比較的容易で

症例を選択しておこなえばQOL改 善の上から

も極めて有用な術式と考えられる.

15.早 期胃癌の リンパ節転移

津山中央病院外科 瀬 下 賢　 伴 秀 利　 多 胡 卓 治

宮 島 孝 直　 長 江 聡 一　 黒 瀬 通 弘

徳 田 直 彦

当院 にお け る過 去10年 の切 除 早期 胃癌 の リン

パ節 転移 につ き検 討 した. m癌 で2%, sm癌

で12.9%の リンパ 節転移 を認め た.深 達 度smの

リンパ節転 移 陽性 早期 胃癌 では リンパ管 侵襲 が

強 い傾 向 が認 め られ た.治 癒 切 除が 施行 され る

限 り,リ ンパ 節転 移 が あっ て もそ の予後 は 良好

で あ った.リ ンパ 節転 移 陽性 を術 前 に想 定 させ

な い例 も少 数 存在 し,縮 小 手術 に走 るのは 危険

で あ る と考 えた.
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16.胃 癌原発の転移性副睾丸腫瘍の1例

岡山済生会総合病院外科 竹 内 義 明　 広 瀬 周 平　 筒 井 信 正

大 原 利 憲　 木 村 秀 幸　 三 村 哲 重

戸 田耕 太 郎　 岡 本 康 久　 赤 在 義 浩

高 畑 隆 臣　 玉 木 孝 彦　 本 後 登 志 江

繁 光 薫　 木 村 真 士　 塩 路 康 信

片 岡 和 男

64歳 男性,主 訴 は右 陰嚢無 痛性 腫 大.平 成3

年8月 胃癌 に て 胃全 摘術 施行,平 成3年 秋頃 よ

り右 陰嚢 の腫 大 に気 付 くも放 置,平 成5年12月

外 来受 診時 に指摘 され 入院す る.入 院後,陰 嚢

水腫 の 穿刺 細胞 診 にて, Class Vで あ り,平 成5

年12月15日 高位 除睾 術 を施行 した.副 睾丸 に一

致 して腫 瘍 を認 め,組 織 型 が原発 の 胃癌 と同様

の像 を呈 して いた ため,胃 癌 の副睾 丸転 移 と診

断 した.胃 癌 の副 睾丸 転移 は極 め て まれ で あ る.

17.上 腸間膜静脈再建 を施行 した膵頭部癌の1例

岡山大学第二外科 太 田 徹 哉　 平 井 隆 二　 佃 和 憲

城 間 浩 司　 曽 我 浩 之　 清 水 信 義
〃心臓血管外科　 内 田 發 三

当科にて,上 腸間膜静脈に6cmに 渡って浸潤

が認められた膵頭部癌に,右 総腸骨静脈を自家

移植 して血行再建を施行した.直 接端々吻合で

は,吻 合部の緊張と口径差のため十分な血流が

得 られず,自 家静脈移植による血行再建が有用

と思われた.

18.妊 娠 を契機 と して症状の増悪 した総胆管嚢腫の1例

倉敷中央病院外科　 井 上 直 也　 高 三 秀 成

総 胆 管嚢腫 は まれ な疾 患 で,女 性 に 多 く,地

域 的に は ア ジアに 多 く見 られ る.エ コー などに

よ り10歳 頃 までに 多 くの症例 の 診断 がつ く.今

回我 々 は妊娠 を契機 に 診断 のつ い た23歳 女性 の

総胆 管嚢 腫 を経験 した.症 状 が 強 く分 娩 前 に嚢

腫 ドレナー ジ を施 行 した.経 膣 的分娩 後,総 胆

管嚢腫 切 除,総 胆管 空腸 吻合(Roux-en-Y)を

行 った.妊 娠 中に嚢腫 がruptureす るこ と もあ

り,慎 重 な管 理 が必要 であ る.

19.門 脈合併切除再建の合併症

岡山大学第一外科 折 田 泰 造　 津 下 宏　 森 雅 信

折 田 薫 三

岡山大学医療技術短期大学部 三 村 久

過去10年間,当 科で53例の門脈合併切除術を

施行し,端 々吻合法39例,右 総腸骨静脈及び右

外腸骨静脈を間置移植 した門脈間置法は14例で

あった.門 脈血行再建に起因した合併症は,再

建門脈閉塞,門 脈移植静脈片壊死,残 胃静脈瘤

破裂 の3例 で あ った が,頻 度 は3/53例(5.6%)

と低 いが,門 脈 間 置法2/14例(14.3%),端 々 吻

合 法1/39例(2.6%)と 若干 間 置法 で頻 度 が高 い

傾 向 であ っ たが,肝 胆 膵領 域 での 門脈 合併 切 除

術 は安 全 な術 式 であ る こ とが 示唆 され た.
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20.開 胸開腹下肝切除の経験

岡山大学第一外科 松 原 長 秀　 浜 崎 啓 介　 森 雅 信

折 田 薫 三

岡山大学医療技術短期大学部　 三 村 久

右葉肝癌に対してなされた開腹経路 と開胸開

腹経路手術症例について,術 前後肝機能及び手

術における種々の因子について検討を加え,又

肝右葉の脱転が肝機能に及ぼす影響を,肝 静脈

血酸素飽和度を指標として検討 した.前 後上亜

区域及び前後区域の肝切除において開胸開復経

横隔膜経路は肝脱転操作が少な く視野及び術後

肝機能に及ぼす影響に於いてより安全性の高い

到達法であることが示された.又 術後回復の面

においても有利であった.

21.手 術 を施行 した膵嚢胞性疾患の検討

岡山大学第一外科 舟 木 直 人　 森 雅 信　 津 下 宏

折 田 薫 三

岡山大学医療技術短期大学部 三 村 久

過去10年 間 に,当 科 で経験 した膵 嚢胞 性疾 患

手術 は33例 で あ った.膵 嚢 胞性疾 患 は,画 像 診

断 の進 歩 に よ り,ほ ぼ術 前診 断可 能 で あっ たが,

今なお慢性膵炎に随伴する嚢胞 と粘液性嚢胞腺

腫との鑑別困難例があった.

22. 4重 複癌の1例

岡山大学第二外科 高 木 章 司　 宇 野 浩 司　 梅 森 君 樹

青 江 基　 岡 部 和 倫　 森 山 重 治

安 藤 陽 夫　 清 水 信 義

症例は73歳男性で66歳時に胃癌, 70歳時に肺

癌, 72歳時に大腸癌の手術既往があり平成5年

6月胸部レ線異常陰影を指摘され来院された.

 7月右上葉切除術を施行 し,病 理所見は腺扁平

上皮癌であった.

本症例は異時性の4重 複癌であり若干の文献

的考察を加えて報告した.

23.縦 隔内上皮小体 を認めたMEN1型 の1例

岡山大学第二外科 水 谷 尚 雄　 太 田 徹 哉　 臼 杵 尚 志

清 水 信 義

多発性内分泌腺腫症(MEN)は,特 定の組合

せの複数内分泌腺に,多 中心性に腫瘍を生じる

遺伝性の稀な疾患である.

今回我々は, MEN1型 と診断され,縦 隔内に

異所性の上皮小体過形成を認めた1例 を経験し

たので若干の文献的考察を加えて報告した.縦

隔内を含めた上皮小体全摘により,術 後経過は

良好であった.
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24.縦 隔腫瘍影 を呈 した肋骨原発の巨大骨巨細胞腫の1例

川崎医科大学附属川崎病院外科 溝 上 宏 明　 小 山昱 甫　 佐 藤 公 治

青 山 裕　 青 山 俊 子　 吉 田 一 典

土 持 茂 之　 木 曽 光 則　 光 野 正 人

川 崎 祐 徳　 佐 野 開 三

肋骨 原発 の 骨 巨細胞腫 の1例 を報 告 した.術

前 診 断は悪性 縦 隔腫 瘍 であったが, retrospective

にみ る と,胸 部CT上 で肋 骨 原発 を示 唆す る所

見 を呈 して いた.第1～3肋 骨 合併 切 除,肺 部

分切除,胸 壁補愼術を行った.完 全切除できて

いたので術後化学療法,放 射線療法は行ってい

ないが,し ばしば局所再発,遠 隔転移が見られ

るため厳重な経過観察が必要である.

25.肺 癌 切 除後11年 目に生 じた難 治性 感 染症 に対 す るcompletion pneumonec

tomyに よ る1治 験 例

国立岡山病院呼吸器外科 鷲 尾 一 浩　 東 良 平　 小 橋 雄 一

松 本 英 男　 小 林 一 泰

症例 は72歳 男性, 1982年 右肺 下葉 発生 の腺癌

(Stage I)で 右 下葉 切 除,そ の 際右上 葉 に は

多発 ブ ラ を認 め てい た.経 過 良好 で あ ったが,

 1993年,ブ ラ内 の感染 を生 じ,以 後保 存的 治療

に抵 抗性 で残 存肺 実質 の肺 炎や 対側 の肺 炎,対

側 の気 胸 を生 じるに至 り, 1993年11月comple

tion pneumonectomyに よ り治癒 した.緑 膿菌,

 candida, aspergillusに よ る複 雑 感染 で あ り,

かか る症例 では対 側吸 引性 肺 炎 を生 じる前に外

科 治療 が 必要 で あ る.

26.大 腸LST(Lateral Spreading Tumor)の3例

岡山労災病院外科 野 崎 功 雄　 間 野 正 之　 福 田 和 馬

小 松 原 正 吉　 原 田 英 樹　 石 原 弘 道

大 腸Lateral Spreading Tumor(以 下LST)

とは上方 向発 育 に比較 して側 方向 へ の発育傾 向

が極 端 に強 い,丈 の低 い 隆起性 病 変 であ り,顆

粒 を有す る腫 瘍(granular type)と 顆 粒 を有 さ

な い腫 瘍(non-granu1ar type)に 分 類 され る.

悪性 頻 度 は1cm以 上 のgranular typeで75.7

%, non-granular typeで91.7%にmま た はsm

癌 が 認め られ る とい う.

今 回我 々 は大腸LSTの3例 を経験 した ので

報 告 す る.

27. PTP(Press Through Package)包 装誤飲 によるS状 結腸穿孔の1例

岡山赤十字病院外科 池 田 英 二　 川 上 俊 爾　 大 西 洋 一

寺 本 淳　 内 藤 稔　 山 田 真 人

辻 尚 志　 古 谷 四 郎　 小 野 監 作

大 塚 康 吉

症例は80歳男性で下腹部瘤を主訴として来院,

腹膜炎を呈してお り緊急手術にてS状 結腸内に

嵌頓したPTPに よる穿孔を認めた.穿 孔部S

状結腸切除,人 工肛門造設術施行.
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28.大 腸腺扁平上皮癌の2例

川崎医科大学消化器外科 安 倉 美 和　 岩 本 末 治　 今 井 博 之

吉 田 和 弘　 山 本 康 之　 角 田 司

大腸 腺 扁平上 皮 癌の2症 例 を報告 した.

第1例 は61歳 女性. R6～Raに 肉 眼型3型 の腫

瘤 が あ りMiles手 術 を施行.深 遅 度 はa2で あ

った.第2例 は56歳 男 性, S状 結 腸 に2.8×2.3

cmの 山 田III型の腫 瘤が あ りS状 結 腸切 除術 を施

行 した.

29.小 腸穿孔 を来 して判明 した腸チ フスの1例

川崎医科大学消化器外科 白 井 博 志　 牟 礼 勉　 笠 井 裕

藤 森 恭 隆　 忠 岡 好 之　 木 元 正 利

角 田 司

症 例 は50歳 男性.済 州 島へ 旅行 後,水 様 の 下

痢 と発熱,肝 機能 障 害 出現.そ の後右 下 腹部 鈍

痛,少 量 の下 血 あ りX線 上free airを 認 め緊 急

開 腹術 とな った.回 腸 末端 部 に 潰瘍 の 穿孔 を認

め 腸切 除術 を施行 した.術 中採 取 した腹 水 よ り

Salmonella typhiが 検 出 され た.


